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一、本講座の概要
本講座は一般市民（最大受入可能人数：１６名）を対象に、中国語初級を一通り終えた受講者の
ための語学力の持続的ステップアップの手助けとして、日常よく使う表現（中国語の語彙、文型、
表現形式）をベースにさまざまなシーンでの自然な会話を通じて、生きた会話をなるべく簡潔明瞭
に纏める表現力と、とっさの時でも対応出来る対応力を向上させることに重点をおきます。受講者
に本講座の勉強を通じて、中国語で尋ね、様々な話題について話合いと討論の能力なども身につけ
ていただくことを主目的とします。と同時に、中国の地理・歴史・文化・風俗習慣などにも触れ、
時には中国の詩・詞、歌も学び、中国の音楽や映画を楽しく鑑賞していただきます。さらには、今
発展している中国を背景に展開させ、今の中国社会で何が話題となっているかを知り、皆様のコミュ
ニケーション力の向上と中国への観光旅行、留学、ビジネスに役立つことを心から願っております。
本講座は前期（平成２５年４月１３日～８月３日の土曜日）と後期（平成２５年１０月５日～平
成２６年２月８日の土曜日）に分かれ、前期・後期とも当日の１３時３０分から１５時３０分まで
開講し、年間合計２６日間５２時間の時間数で実施する予定です。
二、これまでの同講座開講についての感想
同講座が開講されて以来、数年も経ち、主催者・受講者・関係者の皆さんのお陰で、円滑に推移
し、皆様から一定の評価を得ています。何より受講者の皆様にとって幾分か役に立てたものと思い、
同講座をさらに継続させ、より実用＆効果的に進めていく原動力にもなりました。
しかし、これまでこの講座を実施している中で、不足した点及び改善すべき点も多々あると感じ
ております。
・「継続は力なり」といいますが、如何に受講者たちを継続させ、中級、そして更なる高いレベ
ルへとレベルアップしていけるのか？その足がかりになる方法と内容が課題です。
・中身のある会話、意味のある会話、役に立つ会話にするには、どうすれば良いのか？も真剣に
考えるべきです。
・受講者達は中国語で何か尋ねられた場合、それほど苦労しなくても答えられますが、中国語で
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何か尋ねようと思うと、なかなか思うように話せません。日常よく使うような言葉でも、どう
のように尋ねたらよいかと考えることが多かったのです。こうした場合、戸惑うことなく、す
らすらと話せるための効果的な練習方法とそのプロセスを模索したいです。
・会話＆交流は一方的に或いは一方通行ではなく、双方、つまり日本のことについてもこれまで
習った中国語で紹介できるようにするのが肝心です。つまり中国語だけではなく、中国のこと
を語る、日本のことを語ることが出来るようにすることを目指さなければならないと思います。
三、これからの講座内容及び方法
上記のように感じたこと及び改善すべきことを踏まえ、本講座の内容構成に当たっては、次のよ
うに留意したいと考えます。
・中国語の能力といえば当然のことながら、読む、書く、聞く、話すという四つの面にわたるコ
ミュニケーション能力を指します。この四技能はお互いに有機的に結びついた相関関係にあり
ます。故に会話が中心で、「聞く、話す」の両技能の習得に重点を置くようにすると同時に、「読
み、書き、聞く、話す」の４つの技能のバランスを図りながら、コミュニケーション能力の育
成を目指していきたいと思います。
・授業ではなるべく２人ずつパートナーを組んで会話の方法で進めます。始めは問答を主とし、
同じ質問に対して複数の答え方がある場合になったら、正式に討論の練習に入り、話題の展開
方法や、話の応対の要領を掴んでもらえるように考えています。
・練習効果を高めるために、極めて卑近な材料ばかりで、先ず自分のことから、家族、そして周
囲の人のこと、国内外のことへと話題を広めていきます。
・練習には達成感がないと、長く続きません。難しいものよりも中国の旅行先や留学先で実際に
必ず出会う場面及び遭遇しそうな場面を想定し、「即席通訳」の練習或いは自然な会話を無理
なく学ぶなどの方法を取り入れることによって、実用性を味わえ、とっさの時の応対も出来、
そして達成感も得られると思います。
・話題としては、今まで経験したこと、或いは今後学んでいけば当然出くわすだろうという具体
的な場面を設定し、身近で面白く、現代性、実用性を考え、「身近な話題」、「趣味とスポーツ
に関連する話題」、「中日の文化と年中行事に関する話題」、そして「ちょっと専門的な話題」
などを選びたいと思います。中級段階の中国語能力を向上すると共に、中国の歴史、文化、民族、
地理、文学・芸術、風俗習慣、衣食住、生活知識と中国人の考え方をより深く知っていただく
ことも考えています。また、自国日本の文化や生活習慣などもこれまで学んだ中国語を使って、
紹介出来るようにしていきたいと思います。
・特に、１９７０年代末に始まる改革開放政策により、今までの社会主義計画経済から市場経済
へと経済システムを変えた中国は、この３０数年ほどの間に社会の姿も大きく変わりました。
とりわけ、北京オリンピックと上海万博を機に、各地で高層ビルが次から次へと建てられ、昔
の街並みが大きく変貌しています。それに伴い、人々の生活も大きく変わっています。政府が
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「和諧社会」を提唱するのは、中国社会に深刻な格差の拡大が存在することの裏返しでもあり
ます。社会が発展すれば光の部分と影の部分が現れるのは当然です。「一衣帯水」の隣人として、
これからもお付き合いをしていく受講者の皆さまにとって、現代中国社会のプラス面とマイナ
ス面、両方を知っておく必要があります。
・しかしながら、これまでの見方で中国を理解することはもはや不可能になりつつあります。ま
た、メディアの報道だけで中国を判断するのも大変な誤解を招く危険もあります。このような
情況の中で、受講者の皆さまに中国の現在の様々な局面を紹介しながら、今の中国社会で何が
話題となっているかを知り、ほかの方々へと伝達していく、学んで発信することも出来ると思
います。
・要するに受講者に美しい中国語とその歴史的、文化的背景を留めつつ、国際化の波により大き
な変化の渦の中にある現在の中国を理解してほしいと考えています。
・本講座開講の教室は非常に語学のいい設備環境に恵まれています。同教室にはTV、ラジカセ
＆ CD、そして、DVD放映も出来る PC・プロジェクターセットが設置されているので、より
多くの情報をリアルに取り込め、中国の文化の番組やその他の映像をDVDで楽しめます。そ
して課題学習などでその内容を深めることが出来、中国の広大さもさることながら、歴史・文
化の重層性には驚くばかり、一緒に中国文化ワールドを覗き、中国文化の真髄を堪能していた
だけると思います。このような今の中国の様子をリアルに受講者に伝えようという強い思いで、
DVD映像の関係教材及び資料を集めました。
・このような教材と映像資料を使用すれば、映像を観ながら会話が出来、受講者達は臨場感が得
られ、そして、DVDは音声、字幕付で、字幕の表示と非表示も自由に選択できます。音読の
練習として、字幕を見ながら、ナレーターに挑戦してもらうことが出来、今までかつてない魅
力的で活気に溢れる授業雰囲気を創り出すことが出来ると思います。
上記のように、受講者に期待する気持ちがいっぱいで、貪るように参考資料を集めて講座を進め
たいと思います。受講者が本講座で学んだ内容をよくマスターして応用されれば、きっとお役にた
つものと確信し、そうなるように心から期待しています。
以上。　
